
二つの顔 を もった奴隷

メ ア リ ー ・キ ャ ロ リ ソ ・デ ィ ヴ ィス 作

山 本 裕 実 訳

登 場 人 物

命(奴 隷)男

娘1若 い男

娘2労 働者

女 その他

寓 話

場 面は森 の中,そ こを通 って小路 がある。小路 にそって,野 ば らのしげ

みやそ の他の木 がある。小路 の反対側 には二人 の娘 が人待顔 に立 っている。

彼女た ちは互いに顔 を見 ようとは しない。娘 たちは便利 な上衣 を着 てい る。

つ ま り,冠 をかぶればそのまま女王様 の よ うにな るし,冠 を とる と百姓

娘の よ うにな る。娘(1)は 冠 をかぶ っているが娘(2)は な にげな く冠 を

手 てい る。

娘1(娘2を 見 なが ら)誰 れを待 っているのa

娘.2命 よ。

娘1わ た しも命 を待 ってい る。

娘2命 はこの路 を通 るって うわ さだ けど。本 当か しらa

娘1ど んな道で も通 るわ,あ の人。

娘2(息 をはずませ なが ら)命 に会 お うと思 って・ わた し・走 ったわ。
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二つの顔をもった奴隷

娘1命 が恐 し くないの,あ なた?

娘2恐 ろ しいわ。 だか ら会 お うとして走 ったの。

娘1(自 分 自身 に)わ た しも走 った。会 うた めに。

娘2あ あ,命 が来 るわ!

獅1違 う。あれは只 の木 の葉 よ。 か さか さ音 をたててけんか しているの。

それ と風 の音 。いつ も木 の葉 を迫 っば らお うとしているわ。

娘2で も木 の葉 は動 こうともしない。

娘1時 間がたてば行 って しま うの よ。風 はそのこ とを知 っているわ。

娘1ど うして冠 をかぶ っていないの,あ なた?

娘2な ぜかぶ ってな きゃいけないのか しらa(冠 を頭 にのせ る。)

娘1知 らないの?

娘2知 らないわ。

娘1命 の前 じゃ,冠 をかぶ ってい るのが一 番,賢 明なのよ。

娘2わ か らなU・わね。

娘1殆 ん どの人がそ の賢明 さって もの を理解 していないわ 賢 明 さを

最 も必要 とす る人た ちす らね

娘2命 がや って来 る!音 が聞 えた もの。

・娘1花 び らの音 よ,あ れは。 ば らの木 か ら落 ちたんで しょ。

娘2わ た しは待 っていた のよ

娘1み ん な,命 に憧 れて るわ。命 のために大声 をあげたい。命 が来 れば

わた した ちを傷 つ けるし,悩 ますわ。 もしあの人 の秘密 がわか らなけれ

ば殺 され てしま うの よ。

娘2秘 密 ってなあに?

娘1そ れはね,命 が奴隷 だってい うこ と。 あの人 は知 らない振 りを して

い るの!そ んな素振 りをね,で も心 の中では 自分が奴隷 だってい うこ と

をいつ も自覚 してい るわ。命 の秘密 を知 っている人た ちだけを,あ の人

は恐 がってい るのよ。
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二つの顔をもった奴隷

娘2も っと教えて!

娘1命 はね,自 分を恐がる人たちには暴君になるの。命は 王さまや

女王 さまには 従順なのよ!

娘2だ から

娘1冠 なしでは決 して,決 して命にわたしたちの姿を見せてはならない

のよ。

娘2ど うしてそんなことを知ってるの?

娘1あ る賢い老人か ら教わったの。町の人口の外に坐っていたわ,そ の

人。

娘2そ の人,ど うして知ってたのかしらa王 様の一人だったか らなのa

娘1違 う。その人も命を恐っている一人だったからよ。

娘2(夢 みるように)命 ってとても美しい男だって聞いたけれ ど。 そ う

なの?そ れか ら命はぎょっとする位,見 苦しいってことも聞いたわ,口

は大きく裂けて,気 味悪 く笑っているし,目 は斜視だし,大 きな鼻の穴

を してるって。本当にそうなのPそ れ とも あの人,と て も美男子な

のかしら?

娘1自 分の目で確かめるといいわ ああ

娘2(森 の小路のはるか向 うの曲 り角に命がぶらぶら歩いているのが見

える。彼の顔付きはなんとなく醜悪に見える。娘たちの冠の宝石が急に

太陽の光に反射 したので命は娘たちに目を止める。その時の命は非常に

美男子に見える。)

娘1わ たしたちの冠 を見たわ,あ の人!

娘2ま あ!

娘1い いわね!あ なたは安全なのよ あの人のご主人 さまでいる問は

ね。命が奴隷だってことを決 して忘れちゃ駄 目。そしてあなたは女王 さ

まなのよ。

娘2(自 分に)冠 なしでは決 して命に姿を見せないわ。
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二つの顔をもった奴隷

娘1し 一っ!命 が来 る!

娘2命 っで とても素敵

娘1あ の人が奴隷でい る限 りはね。

娘2(聞 え ない)命 って とて も素敵 だわ

娘1命!

(命,彼 女 の足元 にひれ伏 す。)

娘2(喜 ん で)ま あ!

娘1命!大 皿 にオパ ールが欲 しい。山盛 りよ。'

(命 承知 して頭 を下げる。)

娘2ま あ!

娘1そ れか ら真珠 も!

(命 頭 を下 げる。)

娘2お う!

娘1そ れか ら,垣 根のあ る小 さいお城 も欲 しい。

(命 お じぎす る)

娘2そ の通 り

娘1わ た しに耳 ざわ りのいい言葉 を考えて くれ る素敵 な王 子 さまが欲 し

い。それ か らV・ちこのパイ も。パイの皮 には小 さなひだ を一杯 つ けるの

よ。 さあ,今 い った ものが用意 してあ るか ど うか見 て来 な さい。

(命 承 知 して頭 を下げ,立 ち去 ろ うとす る。)

娘2驚 いたわ!

娘1ど うaこ うい う工合 に振 るまわない といけないの よ。 あの人 を扱 う

にはこ うしなきゃね。 さ もなきゃ駄 目って こと。 さあ,今 度は あなた溝

や って ごらん 自分 で。(彼 女,そ ばのば らの しげみか一ら 花 を一 本 取

る。 そ して指 でそれを もてあそぶ 。)

娘2命!(命 ひ ざまず く。)金 の上衣 が欲 しいわ,わ た し。(命 頭 を

下 げる。)

一一90一



二つの顔をもった奴隷 ㌦

娘1そ の通 りよ!

(命の頭上で二人の娘は彼の従順 さを楽し気に笑 う。)

娘2そ れから散歩ができるようなかわいい庭園も欲 しい。 トランペット

の音 も聞こえて くるようなお庭 よ。

(命 頭 を下げる。)

娘2と ても素晴らしい規則だわ。

娘1(立 ち去ろうとする奴隷 を呼びながら)そ れから灰色の馬 も欲 しい。

(命 頭 を下げる。)可愛いいお小姓 も一人ね。金髪で小さなえくぼのあ

る子にして。(命 心 よく引受けて行 きかける。)

娘1(身 振 りで彼を呼び止める。)命!(暫 く考えたのち)え くぼは二つ

よ!

娘2そ れから,琥 珀の首かざり。琥珀の首かざりを持って来て!

娘1(手 にしていたばらの花を投げながら。)それか ら新しいばらの花 も

よ。(命 おじぎをし,立 ち去ろ うとする。 二人の娘はこの冒険や,素

晴 らしい成行 きに喜んで体 をふるわす。)

娘1命!

(命 立ち上 る。)

娘2な にをしようっていうの,あ なた?

娘1こ こへ来なさい!

(命 娘1娘 に近づく。 彼女,素 早 く命の首にかけてある金の鎖 りをひ

きちぎる。)

娘2(驚 いて。)そんな無茶なこと,唱どうしてするの?

娘1目 に入 るものはとらなきゃ駄 目なのよ。

(彼女,命 の手首を掴み,腕 輪を取 り上げる)。

娘2(驚 く)ま あ!

娘1あ っちへ行け!

(命 退場。)
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二つの顔をもった奴隷

娘2だ けど,ど うして

娘1物 乞ひされるのは嫌いよ,命 って。いいわね。あの人は奴隷なんだ

か ら。

娘2命 ってとても美男子!

娘1あ なたの奴隷だってことを呉々も忘れては駄 目。このばらのしげみ

はね,(手 を触れる)奴 隷だってのを忘れた元の女王さまよ。

娘2ま あ!

娘1(道 ばたに沿っているしげみの一部のように見える骨を指 して。)こ

れもね,や っぱ り奴隷であることを忘れてしまった他の人たちの骨なの

よ。

娘2だ けど命 って素敵!

娘1あ なたが命の主人でいる限 りわね。

娘2で も命 ってとても親切だわ!

娘1あ なたが命 を恐がらない間はね。

娘2だ1ナ どあなた,ひ きちぎった じゃないの

娘1命 だけよ。わたしたちが不礼に振るまっていいのは。

(舞台裏で群集のうめき声,叫 び声や鋭いおびえたような声が聞える。)

娘2あ れはなにかしらP

娘1こ っちへいらっしゃい!姿 を見 られたらまずいわ!(舞 台横のしげ

みの後へ娘2を 引っぱ りこむ。)

娘2な にをされるのかしら?

娘1静 かに!命 に見 られたらどうするの?恐 怖の最初のしるしをあの人

はいつも探しているんだから。

娘2恐 怖の最初のしるしってなにかしら?

娘1そ れはね,考 え方よ。

娘2で も,他 人の考え方なんてあの人に見えるのかしら

娘1恐 怖心だけは見えるわ。
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二つの顔をもった奴隷

娘1も し,そ の恐怖心 をわか らない よ うにか くしてしまった ら どうなの2

娘1そ れで も駄 目。で も言 葉の方 が もっ と危険 なの。 もし恐 ろ しいわな

んていお うものな ら,も っ ともっと恐 くなってしま うわ。恐 い と口に出

してV・えばそれが体 に現われ るんだか ら。

舞台裏の声:あ あ,ご 主人 さま!お 慈悲 を,ご 主人 さま!

娘1あ のへつ ら うよ うな声,あ れが命 を台無 しにしているのよ。 いい召

使 い を増長 させ るんだわ。命が 自分 の分際 を守 っている限 りは

(男 が一人登場,ひ ざまず き,舞 台裏 にい る命 を恐怖 に満 ちた顔付 きで

見 る。)

娘1(男 に そっ と近づ き,話 しかける。)あ の男 は只 の奴隷 なのよ。 あれ
〕

が奴隷 だ って ことわか らないのP

男 ど うしてそんな ことがい えるんだaあ の ものす ごい顔付 きを見 るがい

い。 あの顔 を見 た者 は,命 が ご主人 さまだ とまちがV・な く思 うだろ う。

しか もかな り残 忍なね!

娘1あ なたがそ うさせ なければ,あ の人 は主人 にな ることはできないの

よ。

男 一体,な に をい って るん だね,あ なたは?そ れは本当かなa

娘1え え。本 当 よ。 口先だ けでい った として もそれ1ま本 当なのよ。

男(立 ちあがろ うとす るが,再 びひ ざまつ く。)あ あ,本 当だ とい うこ ど

が よ くわか った。で もあっちへ行 ってお くれ。

娘1(再 び しげみ の中へ うず くまる。)あ らa

(命,多 くの皮ひ もを よりあわせ たむちで,こ ち や こち ゃ半ば しゃがん・

でい る大勢の男や女た ちを追いたてなが ら舞 台に現 われ る。彼 らはひ ざ

まず き,彼 の上衣 に接吻す る。彼 の 口は大 き く,気 味悪 く笑 っている。

目は斜視で鼻の穴 は大 きい。ぞ っ とす るよ うな恐 しさで ある。)

命 こ ら,お まえの理想 をよこせ。三つ よこせ。 これだけ しか持 ってお ら

ぬのか?
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二つの顔をもった奴隷

若い男 命がわたしの理想 を奪 うんだ。

労慟者 わたしのも取られた。

若い男 理想なんて殆んど持ち合わせてなかったのに。

労慟者 一生懸命働いて,少 しでも理想を持つと,又,そ れを取 られてし

ま うんだ。

命(老 女 にむかい)十 二時間お前の嫌な仕事をするんだ。

一時間はおまえの好きな仕事をやれ
。それは心の傷をいつ もあらたにし,

苦 しみをより強 くするためだ。

老人 ああ,情 けない!そ んなに酷いことはしないで下 さいませ。 好き

な仕事を忘れさせて下さい。

命 犬め,わ しのい う通 りにしろ。物乞いしたからってわしからはなにも

得 られぬぞ。

声 夢が欲 しい!わ たしの手が強 くなる夢が!

他の声 ほんのわずかな愛情が欲しい。一 目が少しでも恐 しくな く過せる

ような。

もう一つの声:休 息が欲しい。わずかばか りの休息が!海 を想い出し,

風の吹いている野原を思い出せる時間が欲 しい。

女 ご主人さま!

(命,む ちで女を烈しく打つ。女,悲 鳴をあげる。命,彼 らか ら身を引

く。ふざけた踊 りをしながら,す ごい声で笑いより恐ろしい怒 りに燃え

たつ。又・彼 らをむちで打つ。何人かの者は死ぬ。びっこの人 の首を手

でしめる。遂に彼 らを舞台から追ひ出してしまう。数人の者はそろそろ

と体をひきずるようにして歩 く。)

娘2(二 人の娘,か くれていた場所から姿を現わして。)ま あ!命 のあ

んな顔,絶 対に見た くないもんだわ!

狼1命 の前にひざまつかなきゃ,見 なくてすむのよ。だか ら絶対にひざ

まずいた らいけないわ,女 王さん。
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二つの顔をもった奴隷

娘2絶 対にひざまついた りしないわ,命 の前では。あなたに教えられた

ように真直に立って,"も う一本,首 かざりを持って来なさい命"っ て

いってやるわ。

娘1わ たし,一 寸行かなきゃならないわ。すぐに戻 って くるけど。忘れ

ちゃ駄 目よ。(娘1退 揚。)

娘2わ たし,い ってや るとも

(舞台裏で命の声聞える。娘2驚 いて立ちす くむ。命,登 揚。)

娘2奴 隷 よ!赤 い宝石のついた鎖が欲 しい!

(命が恭々しく近づいて来るので彼女は命の首からそれを奪い取 る。)そ

れか らこれも!

(彼の手を掴み指から指輪も取る。奴隷は頭 を下げる。 彼女,突 然,死

人のいた揚所に目をや り,身 ぶるいする。)

命(丁 度彼女の恐怖のまなざしが見えるように命,'頭 を持ち上 げる,こ

の瞬間から,彼 の外見 は設々,奴 隷から暴君へと変 る。)わ たしが恐ろ

しいんですね。

娘2い いえ 恐 くないわ。

命 わたしを恐れている者は大勢いますよ。

娘2お まえは奴隷よ。

命 わたしを恐れている者は沢山いる。

娘2只 の奴隷 じやないの。おまえなんて。

命 奴隷だってご主人さまになれます。

娘2う そ。

命 だからわたしだって

娘2わ たしの奴隷 よ,お まえなんて。

命 もし,あ なたのご主人さまだったらどうします

娘2お まえは奴隷。

命 もし,わ たしがあんたの主人になれば親切にしますよ。あんはた美 し
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二つの顔をもった奴隷

いo

娘2ま あ!

命 あんたはとても美 しい。

娘2わ た しが美 しく見えるのは,冠 のせいよ。

命 もし,冠 を取ればもっと美人になるでしょうに。

娘2そ れだけはしないわ。

命 あんたは美 しい。まるでりんごの木のそばの大きな花に太陽がほほえ

みかけている時,そ の側でかすかに赤 く燃えているりんごの花びらのほ

ほのように。あんたは美 しい。まるで森の奥深 くで水蓮のつぼみを抱き

かかえている小さな池のように。あんたは美しい

娘2(独 白で。)命はわたしに恐がってもらいたいんだわ。だからそ うい

ってやろう。男の人ってそんなものだって聞いたことがあったわ。わた

しは一寸も恐しくはないけど。あの人を喜ばせるためにそういお う。

命 わたしが恐しいでしょう?

娘2え え。

命 恐 しい?

娘2え え恐しいわ。

命 やれ嬉 しいことだ。

娘2(独 白で。)あ の人を喜ばせることができると思っていたわ,わ たし!

口に出せばなんで もそれがわたしの身の上に現われるってあの娘はいっ

てたけど一 例えば恐怖なども だけどあの娘だらてなんでも知 って

る訳ではなし。 なんでも知ってるなんて不可能なことだもの!そ れに

とって楽 しいわ あの人を喜ばすなんて おまけにとても簡単 なこ

と。命なんて恐 くない。只,恐 ろしいっていっただけのこと。

命 冠 を頭から取 っていただけませんか?

娘2嫌 よ。

命 風になびく女の髪ほど美しい ものはないんですよ。冠の下か らあんた
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二つの顔をもった奴隷

の髪 が見えてます。 さぞ美 しV・だろ うなあ,風 に吹 かれた ら。

娘2(冠 を はずす)じ ゃあしば らくの間だ けよ。

命 ああ,美 しいなあ,あ んたは。

娘2(自 分 に。)馬 鹿 なこ とを したのか も知 れないわ,わ た し

命 咲 きたての花 の よ うです よ,あ んたは。 その鮮 かな色 で飛ぶ鳥 の 目を

くらます よ うだ。

娘2冠 を取 ってはいけない ってあの娘 がい ったわ

命 あんたはまるで飛 び交 う鳥 のよ うです。髪 の毛 は太陽 に映 えてき らき

らしている し。

娘2わ たしを傷 つけた りしなかった わ,あ の人。

命 海 の底 に沈 んでいる古い商船 か ら集 めた宝石 のよ うですね。 この冠 は。

拝見 してよろ しいかa

娘2(用 心 深 く彼 の方 へ冠 を差 し出す。急 に気 を変 えて)嫌 だわ。

命 自分 の手 で触 らせ て下 さい。必 ずお返 ししますか ら。

娘2嫌 。

命 お返 しします ってば。

娘2必 ず返 して くれ るめな ら 本 当に。

命(冠 を手 に取 る。)で も冠 がないほ うがあなたの髪 はずっ と美 しいんで

す よ。(冠 を投 げ る)

娘2な にをす るのa

命 ほ んの冗談です よ。

娘2だ けど約 束 した じやないの,あ なたは

命 冗 談,冗 談。

娘2で も

命 ほ っほ っ!笑 って下 さい よ。 とん だおふ ざけだ!

娘2(笑 う。 そして身ぶ るいす る。)

命(上 気嫌 で。)踊 りま しょう。 あなた は若 い。幸せ者 だ。 さあ踊 りま し
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二つの顔をもった奴隷

よう!

娘2ど んな踊 りに しょ うか しらP

命 春 の踊 り,そ れもや っ と氷 が とけ,海 と一緒 になるのを待 ちのぞんで

いる,流 れ る小川 の踊 り。 そ してお月 さまの下 でふ くらんでい る白いつ

ぼみの踊 り,そ れか らカーテ ンの閉ま った部屋 で若 い娘 が眼 ってい る,

太 陽がその娘の 目をさます踊 り

娘2(そ れ らを踊 る。 最初 は命 を恐 がっていたが,や がてそれ を忘れ,

自 由に踊 る。)さ あわた しの冠 を返 して頂 だい。

命 冠なぞ あんた は要 りません よ。可愛いいん だか ら。

娘2お まえが恐 しい!

命 わた しが恐 しい ってPな にを した とい うんです?

娘2わ か らないわ。

命 恐が ってはいけませ ん。

娘2恐V・ 。

命 親切 な ご主人 さまに な ります よ。

娘2ご 主人 さまです って?

命 親切 なね。

娘2お まえはわた しの奴隷 よ。

命 二度 と決 しておまえ の奴隷 にはな らないそ。

娘2や は りあの娘 は正 しか ったのか しら?も し本 当 だ った らどうしょ

うP

命 なにをい っているん だ?

娘2別 になんに も。

命 わ しをご主人 さま といえ。

娘2い や よ。 そんなこ とはい えないわ。

命 〔彼女 を横 目で見 なが ら〕'ご 主人 さま と呼ぶ んだ。 そ うすれば親切 に

してや ろ う。

.・



二つの顔をもった奴隷

娘2い や。わた しにはで きない。

命(小 路か らむち を拾 いあげそれを もて遊 びなが ら彼女 に向って 笑 う
。)

そ うすれば親切 にしてや るぞ。

娘2ご 主人 さま。

命 なん とい う心地 よい響 きだ。

娘2あ なた返 して くれ るんで しょう。

命 厚 かま しい奴 だ。お まえをひ どい 目にあわせないだ けで も有難 た く思

え。

娘2わ た しをぶ った りしないわね?

命 もしい うことを聞かなかった らぶつ ぞ。

娘2(囁 く。)あ なた はぶ った りは しないわ。

命 さあひざまず くのだ。

娘2(く り返 す。)絶 対 にひ ざまずか ないのよ。小 さな女王 さま

命 わ しの前 にひ ざまず くのだ。

娘2嫌 よ。

命(む ちを振 り上 げ,ぶ とうとす る。)

ひ ざをつ くんだa奴 隷!

娘2あ んたは親切 だ った わ 命,親 切だ った。わた しに美 しい ことばを

聞かせて くれた。

命 ひ ざをつけ。

娘2い つ も親切にす るってあんたはいったのに

命 い うことを聞 くかP

娘2絶 対 に嫌 だわ。

(命 彼女 の肩 のあた りにむち をまきつ ける。)

娘2(悲 鳴 をあげる。)わ た しをむちでぶた ないで。 ひ ざまつ くわ。(ひ

ざまつ く。)

命 よし。 こうや ってや っと従順 を勝 ち得 るこ とがで きた。

..



二つの顔をもった奴隷

娘2ご 主人 さま!

命 快 い響 きだ。

娘2お 慈悲 を。 どうぞお慈悲 を下 さい。

命 泣 くな。(彼 女 をける。)

娘2(よ ろ よろしなが ら立 ちあがる。)ど うぞお許 し下 さい。

命 お まえをぶ ってや る。わ しを恐 れ る奴 らの叫び声はわ しの耳 を楽 しま

せ て呉れ るのだ。(彼 女 を打 つ。)

娘2ご 主人 さま!

命(む ち を側へ投げ出す)静 かな泣 き声 は もっといい ものだ一(彼 は彼女

をつかまえる。二人 もつれ合 う。)

娘2命 は強 す ぎる。 も うこれ以上 わた しには争 えない。

(二人 は争 う。 命 は彼女 を締 め殺す。 そ して彼女 の体 を投 げ出すやがて

ぞ っ とす るよ うな笑い声 をあげなが ら退場す る。)

娘1(楽 し気 に跳ね なが ら登場 。歌 を うた ってい る。)

ヘ イホー,四 月 になれ ば,

ヘ イホー ,ヘ イホー,

四 月 になれば町はみんな

陽気 になる,陽 気 になるの。

(彼女,し げみか らば らをつみ とる。)

ヘ イホー,四 月 になれ ば

楽 しい楽 しい四月 には

恋人 がや って来 る。

晴れた或 る日の こと

道 で恋 人に出会 ったの!

ヘ イホー,四 月になれば

ヘイ ホー,ヘ イホー

(突然,死 体 に気付 き歌 をやめ,立 ち止 ったまま,見 つめる。 やがてゆ
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二つの顔をもった奴隷

っくりと近づけて行 く。死んだ娘の服をなでる。死体のそぼにひざまず

く。囁 くように。)

あの娘は若かったのに… 命は残酷だったわ…(死 体に手を触 れ る。)

女王 さまだったわ。あの娘は,命 のアクセサリーをひきちぎったのに。

ほら,金 に真赤な宝石 をはめ込んだ命の鎖をしているのに。指にはあの

人の指輪 もはめているし。だけど命は強すぎたのね あまりにも強か

ったんだわ。(立 ち上 りふるえ,恐 しさにすくむ。)命 はあの子を殺

した…命はみんなを台無 しにしてしまった。いつの目にか…わた しも恐

がるわ。命 を……

(命 醜 くい暴君のままの姿で登場。彼女立ちす くんだままでいる。 彼

の目がゆっくりと無台を見廻す。彼の目にとまる寸前に彼女が命を見る。

彼に見 られる前に持前のけいべつ した様子で身体を真直 ぐにのばす。彼

女が喋 りかけると命は再び奴隷になる。)

娘1(ば らの花を無造作に投げる。 それ が死体の上に落ちたのを見 よう

ともしない。)

命,新 しいばらを持って来なさい!(奴 隷みじめに頭を下げ彼女の命令

に従 うために退場する。)

作 品 解 説

人間 らしく生 きる とい うこ とはいつ の世 に も非常 に困難 なこ とで ある。

"TheSlaveWithTwoFaces"で は 「命
」 と 「二 人の娘 」 を対決 させ

る ことに よって人 間の生 きるこ とのきび し さ,つ ま り人間性 を確 立 させた

生 き方 のきび しさを説 いているので はなか ろ うか。

恐 しい と思 った瞬 間に 厂命」に負 けるので あれ ば娘たちは瞬時の油断 も

許 され ない。絶 えず優位 に立 ち主導権 を持 ち続 けるよ うに努力 をしな けれ

ば な らない。 しかし 「娘2」 が経験 した よ うな心 のゆ るみ,甘 えは絶えず

我 々の 日常生活 の中 にしのび よってい る。 しか も 「娘2」 は 「命」と対 決す
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二つの顔をもった奴隷

るすべ を知 りなが ら一瞬 の油断 のた めに奴隷 にされ る。そ して明 目への希

望 もな く生 けるしかばね のよ うな男女の群れや,「 命 」 との対決 を否定 し

たためにば らの しげみの よ うな物言 わぬ存在 に された者 な どを目のあた り

に しなが らもなおかつ負 け,そ の弱者 の群 れに加 わ り,自 らをほ ろぼ して

しま うので ある。

現代社会 において人 間性 を否定 して生 きている弱 い者 がいかに大勢 いる

ことか,そ してその よ うにな る要 因 を我 々がいかに沢 山持 ち合 わせている

ことか,色 々 と考 えさせ られ るので ある。

「命」に対 して最後 まで 自己 を見失 しなわず
,勝 ち残 った 「娘1」 の幕

切 れの台詞 。

"Lifehasbrokenthemall
...Someday.,,Iamafaid...."

は そ の意味 で非常 に印象的 であ る。

この作者 について又,彼 女 の他 の作品 につい て現在 の ところなんの資料

も手許 に持 ちあわせ てお らず,多 くを語れ ない のが残念で あるが この作品

"TheSlavewith7初o劭063"は 現 実社会 に生 き るきび しさを寓話 とい う

非現実的 な設定 の中に短 くま とめた佳品 とい えよ う。

なお,こ の作品 はユ ージン ・オニール を生 ん だTheProvincetown

Players劇 団 に よって1918年1月25目 にNewYorkお い て初 演 されてい

る。

Text:FiftyContemporaryOne-ActPlays,(StewartKidd,Com-

panyPublisherCincinnati)
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